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企画にあたって
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材料科学の分野にてこれまで培われさらに近年の発展が著

しい顕微鏡法(Microscopy)・分析法(Spectroscopy)・デー

タベースを中心とする材料組織・構造解析法，3D データ構

築・3D データ解析・積層造形法などは，単に工学の分野と

どまらず，人文科学分野，特に文化財や考古学の分野に大き

く展開されようとしている．文化財は，地域の歴史・文化に

根差したものであり，その地域の歴史そのものと言える．文

化財がその地域の文化や歴史と深く結びついている特徴は，

文化財の分析は単に材料組織・構造解析法だけでなく，現代

とは異なる時代の製造方法の検討，保存や劣化の解明，復元

などの総合的な材料科学的視点だけではなく，人文科学的な

視点との連携が必要不可欠であることを意味している．文化

財を取り巻く環境は大きく変容している．少子高齢化が進む

我が国においては，所有者の努力だけでは文化財の維持・継

承は困難となり，地域社会全体で文化財と文化・歴史を支え

る仕組みづくりが必要となっている．別の観点から見れば，

文化財には，文化財を中核とする観光拠点の整備など，観光

客の誘致促進や地域活性化による「地方創生の実現」までが

期待されるようになっている．文化財には，地域遺産・地域

資源という表現があてはめられる場合もある．すなわち，文

化財の調査は，材料科学だけの問題ではなく，他分野・異分

野の融合による調査，さらには人類の文化の継承や地方創生

の実現にいたる極めて重要なテーマとなっている．本特集号

では，材料科学の人文科学分野(文化財・考古学)への展開に

注目した最近の研究について報告する．

東北大学の藤田全基らは「材料科学と人文科学が紡ぐ新知

創造学際領域研究」と題して，東北大学金属材料研究所と文

化財や自然史資料の研究に特色を持つ 7 つの学術機関から

なる「学際領域展開ハブ形成プログラム」事業による文理融

合の学際領域研究，異分野の知識を結びつけた「総合知」を

生み出す基盤の形成に向けた取り組みについて解説している．

日本原子力研究開発機構の大澤崇人氏には「文化財研究を

加速する即発 g 線分析法による非破壊元素分析」として，中

性子を用いた分析法の一つである即発 g 線分析法の原理と特

徴，さらにはその応用について解説いただいている．

奈良文化財研究所の丹羽崇史氏には「冶金関連遺物による

東アジア冶金史学の構築―鋳型・羽口・溶解炉―」と題し

て，人類の冶金の歴史を考古学・文化財科学双方から検討を

行う「冶金史学」の新たな展開，冶金関連遺物である土製鋳

型の最近の研究について解説いただいている．

島根大学の清水邦彦氏には，「銅鐸から弥生時代社会を見

直す冶金史学と東奈良遺跡の役割」と題して，大阪府東奈良

遺跡にて出土された銅鐸鋳型と鋳造関連遺跡を例として，冶

金史学の観点からの分析について解説いただいている．

和銅寛の小泉裕司氏には「銅鐸の復元鋳造」と題して，古

代銅鐸の復元鋳造分野において，形状だけではなく，技法や

材料，道具にいたるまで考察を重ねて再現された，銅鐸の復

元および鋳造方法の復元について解説いただいている．

岐阜大学の中田隼矢氏には「日本刀の科学分析とアウトリ

ーチ活動」と題して，日本刀を題材とした材料科学の観点か

ら研究だけではなく，中学生・高校生向けの金属に関するア

ウトリーチ活動や教育研究を実施するためのクラウドファン

ディングについて紹介いただいている．

兵庫県立大学の永瀬丈嗣らは「兵庫出石・辰鼓楼機械時計

科学調査プロジェクト」と題して，兵庫県豊岡市出石町の辰

鼓楼機械時計初号機の分析における材料科学×人文科学×情

報通信×教育×地域振興からなる新たな文化財分析の概念と

その実践例について解説している．

最後に，本企画を企画するにあたり，ご多忙にもかかわら

ず執筆を快諾していただきました著者の皆様に心より御礼申

し上げます．
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専門分野電子顕微鏡学，材料科学

◎電子顕微鏡学(遠隔電子顕微鏡法，電子顕微鏡と放射光の複合観察，電子照

射効果，その場観察法，超高圧電子顕微鏡法)および材料科学(材料設計

学，鋳造・凝固，教材開発)に関する教育・研究に従事．
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